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現在の主な関⼼

① 美術の⾒⽅・感じ⽅，美を感じる⼼と脳の仕組み
② 美意識・美的な⼼の在り⽅，個性や多様性
③ ⼈物の印象や魅⼒を感じる⼼と脳の仕組み

基礎研究として

④ 美やアートの効⽤

発展・応⽤研究として

新学術研究領域『出ユー
ラシアの統合的⼈類史
学：⽂明創出メカニズム
の解明』計画研究・分担
（2019-2023)

国際共同研究加速基⾦
(国際共同研究強化(B))
『美的判断における感情
の役割に関する神経美学
と深層学習に基づく美学
理論の再考』（代表，
2020-2023）

JST共創の場（育成型）
『「共⽣社会」をつくるアー
トコミュニケーション共創拠
点』（東京藝術⼤学）

企業との共同研究

福澤研究基⾦
美術館での⼈間の⾏動測定に
よる美的経験の解明：現場
「感」の実験「感」の統合

海外の⼤学との共同
研究
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(A) 美しい＞中立 (B) 美しい＞醜い

(C) 醜い＞美しい (D) 醜い ＞中立

眼窩前頭⽪質内側部
Medial Orbitofrontal Cortex

左半球運動野
Left Motor Cortex

芸術作品に美を感じるときの脳活動反応（Kawabata & Zeki, 2004）
Beautiful vs. Neutral Beautiful vs. Ugly

Ugly vs. Beautiful Ugly vs. Neutral

[出典] Kawabata, H., & Zeki, S. (2004). Neural 
Correlates of Beauty. J Neurophysiol, 91, 
1699-1705. より引⽤
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美しいと感じるときに，報酬
系の⼀部である眼窩前頭⽪質
内側部の活動が⾼まることを
はじめて発⾒した（Google 
Citations: 1,111）

嫌悪からの回避・防御として
の⾃律的運動野の反応

① 美術の⾒⽅・感じ⽅，美を感じる⼼と脳の仕組み



数学的公式に対する美しさ評価に応じた脳活動（Zeki et al., 2014）

[出典] Zeki, S., Romaya, J. P., Benincasa, D. M., & Atiyah, M. F. (2014). The experience of mathematical 
beauty and its neural correlates. Frontiers in Human Neuroscience, 8, 68. より引⽤

「美しさ」の脳内基盤については，美術や⾳楽，顔（後述）の他にも
・彫刻 (e.g, Di Dio et al., 2007; Di Dio et al., 2011)，ダンス (e.g, Calvo-Merino et al., 2018; Cross et al., 2011; Mirura et al., 2010)，

建築物 (e.g, Vartanian et al., 2013）の芸術表現
・⽇常的プロダクトデザインの評価 (e.g, Yeh et al., 2015)，かわいさ (e.g., Glocker et al. 2009), メイキャップの効果（e.g., Ueno et al., 2014)，

恋愛や⺟性愛 (e.g., Bartels & Zeki, 2004), 道徳的判断 (e.g., Wang et al., 2015)，美味しさや味覚的嗜好 (e.g, MaCabe & Rolls, 2007; Oberlin et 
al., 2013) などの⽇常の⽂脈における良さなどの享受，
・写真画像，視覚パタン，テクスチャー，ピクトグラム，ドットの動きなど（Jacobs et al., 2012; Kirk et al., 2008; Zhang et al., 2016, 2017; Zeki 
& Stutters, 2012）においても検討され，報酬系の役割が指摘されてきている

最も醜いと評価された数式
ラマヌジャン

の公式

最も美しいと評価された数式
オイラー式

[出典] Ishizu, T., & Zeki, S. (2011). Toward a brain-based theory of beauty. PloS one, 
6(7), e21852. より引⽤

美術
美しい＞醜い

⾳楽
美しい＞醜い

共通
美しい>醜い

美術と⾳楽に対する美しさ評価の脳活動の共通性と差異
（Ishizu & Zeki, 2011）

絵画刺激でも⾳楽刺
激でも，「美しさ」
の判断（評価）と関
連して眼窩前頭⽪質
内側部の活動が⾼ま
ることが分かる

美を感じるときの脳活動反応の⼀般性・共通性
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対象への欲望/欲求の脳内基盤 Kawabata & Zeki (2008)

Kawabata, H., & Zeki, S. (2008). The neural correlates of desire.
PLoS One, 3(8), e3027.より引⽤

欲望・欲求の対象が何であれ，それらに共通して，⾼く望まれるほど
眼窩前頭⽪質内側部の活動が⾼くなることを明らかにした
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tDCS (経頭蓋直電流刺激法）を⽤いた前頭前野の抑制
による美的評価の低下 (Nakamura & Kawabata, 2015)

前頭葉の活動を抑制させると，美を感じにくくなってしまう

[出典] Nakamura, K., & Kawabata, H. (2015). Transcranial direct current stimulation over the medial prefrontal cortex and left primary motor cortex 
(mPFC-lPMC) affects subjective beauty but not ugliness. Frontiers in human neuroscience, 9, 654.Figure 1を基に作成

抽象画の美しさの評価
醜さの評価

抽象画の美しさの評価
醜さの評価

tDCS
(2mA, 15分）

•前頭前野部を「抑制的」に
電気刺激することで美しい
と感じているものを美しい
と感じにくくすることがで
きる
•「美しさ」「醜さ」は必ず
しも同軸の対極であるとは
限らない
•将来的に，「好み」を操作
することができる技術につ
ながる

Pre-評定 Post-評定
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美術に対する美しさと関連する脳活動と顔の魅⼒と関連する脳活動の違い
Chan-Peng et al. (2020) 賦活尤度推定によるメタ分析

美術における活動部位：beautiful > non beautiful
前頭頂/前帯状近傍

顔における活動部位：attractive > non attractive
前帯状近傍/前頭内側⽪質，側坐核

[出典] Chuan-Peng et al. (2020). Seeking the “beauty center” in the 
brain: A meta-analysis of fMRI studies of beautiful human faces 
and visual art. Cognitive, Affective, & Behavioral Neuroscience 
Figure 1，Table 2を基に作成

美術作品に対して感じられる「美しさ」と対
⼈関係において感じられる「魅⼒」とは共通
する部分と異なる部分とに分けて考える必要
がある

Kawabata and Zeki (2004) ･･････beauty ratings
Vartanian and Goel (2004) ･･････preference rating
Jacobsen et al (2006) ) ･･････ aesthetic/symmetry judgment
Di Dio et al. (2007) ･･････observation
Kirk et al. (2008)･･････aesthetic ratings
Kirk et al. (2009) ･･････aesthetic rating
Lebreton et al. (2009) ･･････pleasantness ratings
Harvey et al. (2010) ･･････preference ratings
Ishizu and Zeki (2011) ･･････beauty ratings
Jacobs et al. (2012) ･･････beauty judgement
Thakral et al. (2012) ･･････pleasant judgment
Vessel et al. (2012) ･･････recommendation
Flexas et al. (2014) ･･････beautiful or not
Mizokami et al (2014) ･･････aesthetic judgment
Abitbol et al. (2015) ･･････pleasantness rating
Boccia et al. (2015) ･･････esthetic judgment
Silveira et al. (2015) ･･････aesthetic judgment
Zhang et al. (2016) ･･････aesthetic judgment
Zhang et al (2017) ･･････aesthetic judgment
Calvo-Merino et al (2018) ･･････observation

美術を対象とした美しさ評定を⽤いたfMRI研究 Aharon et al. (2001) ･･････observation
O’Doherty et al. (2003) ･･････gender judgment
Turk et al (2004) ･･････partner choice
Bray and O'Doherty (2007) ･･････location discrimination
Kim et al. (2007) ･･････ratings
Winston et al. (2007) ･･････attractiveness judgment
Cloutier et al. (2008) ･･････attractiveness judgment
Iaria et al. (2008) ･･････attractiveness rating
Chatterjee et al. (2009) ･･････beauty/ identity ratings
Liang et al. (2010) ･･････passive viewing
Smith et al. (2010) ･･････passive viewing
Zhai et al. (2010) ･･････attractiveness judgment
Tsukiura and Cabeza (2011) ･･････attractiveness rating
Zaki et al (2011) ･･････attractiveness rating
Cooper et al. (2012) ･･････attractiveness rating
Funayama et al. (2012) ･･････choose one face from two
Kocsor et al. (2013) ･･････face discrimination
McGlone et al. (2013) ･･････attractiveness rating
Yu et al. (2013) ･･････attractiveness judgment
Vartanian et al. (2013) ･･････attractiveness rating
Cartmell et al. (2014) ･･････Partner Selection
Ito et al. (2014) ･･････social preference rating
Martín-Loeches et al. (2014) ･･････beauty judgment
Smith et al. (2014) ･･････attractiveness rating
Ueno et al. (2014) ･･････attractiveness rating
Ito et al. (2015) ･･････passive viewing
Pegors et al. (2015) ･･････attractiveness rating
Wang et al. (2015) ･･････gender judgment
Chien et al. (2016) ･･････faces as reward cue
Shen et al. (2016) ･･････attractiveness rating
Ueda et al. (2016) ･･････partner preference

顔を対象とした魅⼒評定を⽤いたfMRI研究

① 美術の⾒⽅・感じ⽅，美を感じる⼼と脳の仕組み
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[出典] Hayn-Leichsenring, G. U., Kloth, N., Schweinberger, S. R., & 
Redies, C. (2013). Adaptation effects to attractiveness of face 
photographs and art portraits are domain-specific. i-Perception, 4(5), 
303-316. Figure ５を基に作成

[出典] Schulz, K. & Hayn-Leichsenring, G. U. (2017). Face Attractiveness versus 
Artistic Beauty in Art Portraits: A Behavioral Study. Frontiers in Psychology, 8:
2254. Figure 2を基に作成

肖像画の「芸術的美しさ」と「描かれている⼈物の
魅⼒」は⾮常に⾼い相関がある
(Hayn-Leichsenring et al., 2013)

短時間提⽰(50ms)での評価と⻑時間提⽰(3s)での評価との違い
から，「描かれている対象の魅⼒」は⾮常に速い時間で評定さ
れ，「芸術的美しさ」には時間がかかることが分かる
(Schulz & Hayn-Leichsenring, 2017)

① 美術の⾒⽅・感じ⽅，美を感じる⼼と脳の仕組み

Pierre-Auguste Renoir (1877) “Jeanne Samary in 
a Low Necked Dress” Pushkin Museum, Moscow, Russia

1 2 3 4 5

not attractive very attractive

「描かれている⼈物の魅⼒」の評定

1 2 3 4 5

not beautiful very beautiful

「芸術作品としての美しさ」の評定

眼に映る画像としては同⼀で，描かれている⼈物の魅⼒／芸術作品としての美しさの評
価そのものにはほとんど違いが⾒うけられなくても，時間的要素などの違いがあるなど
処理過程は別のメカニズムが関与していることが分かりつつある。
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⽣物学的
報酬の検出

社会的・⽂化的
報酬の価値づけ

眼窩前頭⽪質
内腹側前頭⽪質

線条体（側坐核・尾状核）
扁桃体

美術における活動部位：beautiful > non beautiful
前頭頂/前帯状近傍

顔における活動部位：attractive > non attractive
前帯状近傍/前頭内側⽪質
側坐核

[出典] Chuan-Peng et al. (2020). Seeking the “beauty center” in the brain: A 
meta-analysis of fMRI studies of beautiful human faces and visual art. 
Cognitive, Affective, & Behavioral Neuroscience Figure 1，Table 2を基に作成

報酬系の神経回路 Schulz (2000)
[出典] Schultz, W. (2000). Multiple reward signals in the brain. 
Nature reviews neuroscience, 1(3), 199-207. Figure 1を基に作成

Jean-Francois Millet (1841)
Louise-Antoinette Feuardent,
Private Collection

報酬予測

予測誤差

2種類の「美」

知覚処理
（知覚モード）

認知処理
（認知モード）

魅⼒
“aesthetic perception”

= attractiveness

美しさ
“aesthetic cognition”

= beauty

Fast/Early Slow/Late

知識／意味報酬／価値感覚／運動 報酬／価値感覚／運動

① 美術の⾒⽅・感じ⽅，美を感じる⼼と脳の仕組み

芸術作品に感じる美しさには，⽣物学的で速い処理
がなされる「魅⼒」的側⾯と，社会的・⽂化的で遅
い処理による報酬の価値づけの側⾯（芸術的美し
さ）に分けて捉えることができる
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様々な美術作品を⾒続けていると，⾒ている時間も評価も経過とともに低下する
その傾向は⽂化にかかわらず共通して⽣じる (Mikuni et al., 2021)

※ 展⽰の種類にかかわらず，繰り返し様々な展⽰物を鑑賞しているときに鑑賞時間や評価の低減が⽣じる (Museum Fatigue)
美術館，⾃然博物館，動物園，⽔族館など（Robinson, 1928; Porter, 1938; Johnston, 1998; Davey, 2005 etc)

飽きてきた？ ⾝体的疲労？ 注意⼒が低下？ 認知的処理の⾼速化？ 満⾜？

10
[出典] Mikuni, J., Specker, E., Pelowski, M., Leder, H., & Kawabata, H. (2021). Is there a 
generalʻart fatigueʼeffect? A cross-paradigm, cross-cultural study of repeated art viewing in 
the laboratory. Psychology of Aesthetics, Creativity, and the Arts. Advanced Online Print.

途中で90秒の休憩を⼊れるくらいでは，改善されない

どのようにすればよい？➡ 美術展⽰において
「飽きない⼯夫」は可能か？

N=36
N=38

⽇本・欧州問わず，鑑賞絵画数に伴う鑑賞時間が統計学的
に有意に低下

⽇本・欧州問わず，鑑賞絵画数に伴う美的評価が統計学的
に有意に低下

① 美術の⾒⽅・感じ⽅，美を感じる⼼と脳の仕組み
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セクション毎に含まれる作品のカテゴリーを変える
（様々な年代が含まれる）

年代のまとまりを変える
（様々なカテゴリが含まれる）

何を変えれば鑑賞の質の低下を防げるか？
・セクションごとの解説は意味があるか？- Yes
・どのように「まとまり」を作ることに意味があるか？ - 作品の様々なバリエーション
を含むように
※他にも，壁の⾊を変える，照明を変える，⽬⽟作品を分散させる等の⼯夫もあり得る

[出典] 三國珠杏・川畑秀明 (2019) 芸術作品に関する情報が鑑賞者の⾏動と評価に与える影響 慶應義塾⼤学社会学研究科紀要ー⼈間と社会の探究（査読有）

＝セクション毎に解説⽂を読む

セクション毎に作品のカテゴリを変えても，鑑賞時間の減
少は⼀⽅的に進む（流暢性が増す？）

セクション毎に作品のカテゴリを変えることで，⼀時的に
評価は元に戻る

セクション毎に解説⽂を⼊れることで，セクション毎に年代
をブロック化することで，鑑賞時間の減少は⼀時的に戻る

セクション毎に作品のカテゴリを変えることで，⼀時的に
評価は元に戻る

•何かしらのセクショ
ン化をすることで，
評価の低減現象を⼀
時的にリセットする
•年代毎のセクション
化において解説⽂は，
鑑賞時間を⼀時的に
リセットし，じっく
り⾒ることを促す

＝セクション毎に無関連の⽂章を読む

① 美術の⾒⽅・感じ⽅，美を感じる⼼と脳の仕組み
学芸員の⽅々が「感覚的」に⾏っていたり，慣習的に⾏っている展⽰
⽅法に科学的証拠（エビデンス）を与えたり，助⾔も可能になる
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② 美意識・美的な⼼の在り⽅，個性や多様性

美的な⼼の有りようや美意識はどのように私たちの⽣活やアート鑑賞の在り⽅に影響するのであろうか？
➡「アート思考」やマーケティング，学校教育等とも関連した問題

l パーソナリティを構成する重要な要素としての美意識 (Furnham & Chamorro-Premuzic, 2004; Chamorro-Premuzic et al.2010）
• 5因⼦パーソナリティの中では「開放性」（未知の経験や知識を求める傾向）の下位次元として審美性等の美的な⼼の有りように関連
• 「経験への開放性」が⾼いほど芸術への関⼼や経験・知識が⾼いが，外向性・勤勉性などが⾼いとそれらが低くなる傾向にある

※パーソナリティによる美的判断や芸術の好みの違いに関する研究については，様々な⽂化において研究がなされてきている
l ，

l 美的なものに対する態度・関わりとしての4つの領域（⾃然美・芸術美・道徳美・美的思考）
Engagement With Beauty Scale (Diessner et al., 2008; 改訂版 Pohling et al., 2018)

• ⾃然とのつながりが強い⼈が「⾃然の美しさ」へと傾倒しているほど，主観的な幸福度が⾼い（Zhang et al., 2014）
• ⾃然美への関与の強さは，⽂化にかかわらず，⾃然への繋がり感を⾼め，感情的・社会的・⼼理的ウェルビーイング，⼈⽣の意味を
受容する度合いを媒介として，全体的なウェルビーイングへと到達する（Capaldi et al., 2017）

l 美的判断の異なった様式（具体的, 分析的, 象徴的, 感情的）Aesthetic Judgment Style Scale (AJSS) (Bahrami-Ehsan et al., 2015)

l 芸術に対する「関⼼」と「知識」は相関する Vienna Art Interest and Art Knowledge Questionnaire (VAIAK) (Specker et al., 2018)

l 芸術を創作したり消費したりする⼈は、より向社会的であり（例えば、ボランティアや慈善寄付をする可能性
が⾼い），芸術のジャンルには関係しない(Kou et al., 2020)

l 専⾨家の意⾒や⾦銭的価値に関する情報が芸術の価値評価に影響を与える(Lauring et al., 2016)

l 学校内外での芸術の参加は学業や⾮学業の意欲や取り組み等と正の相関がある(Martin et al., 2013; Burns et al., 2020)

⾃然美（Natural Beauty)
⾃然への繋がり

「⼈⽣の意味」の受容 Well-being
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総務省統計局 平成28年社会⽣
活基本調査を⼀部改変

10歳以上における趣味・娯楽 ⾏動別統計

Economic Capital
経済⼒，貯蓄，消費

Cultural Capital
Bourdieu (1985)

学歴，⽂化的素養，⽂化的消費

Social Capital
Bourdieu (1972,1984)

⼈間関係，信頼

Aesthetic Capital Anderson 
(2010)

美的・魅⼒的であること

⾃⾝の時間やお⾦，労⼒をもとに何に資本化しようとするのか？

美術鑑賞

読書

ファッション

貯⾦

投資

住宅

キャンプ
ボランティア
ダンス
コーラス

楽器演奏

映画鑑賞⾳楽鑑賞

スポーツ観戦

化粧

トレーニング

⼈
数
（
万
⼈
）

⼈は様々な趣味や活動を通じて⼈⽣に楽しみを求める ➡ ⼈⽣100年時代において重要

ダイエット

② 美意識・美的な⼼の在り⽅，個性や多様性

インテリア
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⾃⼰資本化の状態とレジリエンス Kawabata (in prep.)
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美的資本得点

1) ⼼の豊かさを指向する⾏動や態度がレジリエンスの⾼さを予測する
2) 何かしらに「コミットメント」しようとする態度がレジリエンスを⾼める

β=-0.052, p>.136

β= 0.148, p>.001

β= 0.294, p>.001

β= 0.241, p>.001

Economic Capital
経済⼒，貯蓄，消費

Cultural Capital
Bourdieu (1985)

学歴，⽂化的素養，⽂化的消費

Social Capital
Bourdieu (1972,1984)

⼈間関係，信頼

Erotic Capital Hakim (2001, 2010)
Sexual Capital Green (2008)

Aesthetic Capital Anderson 
(2010)

美的・魅⼒的であること
物質的豊かさ，情報の豊かさを指向

アンチｰエイジング
加齢に伴う⽼化現象を防ぎ、遅らせるこ
とで「⽣活の質」や「健康」を⾼める

⼼の豊かさ，⼈間関係の豊かさを指向
サクセスフルｰエイジング
⼼⾝共に健康で，満⾜できる年齢の
重ね⽅を重視する

⾃⾝の時間やお⾦，労⼒をもとに何に資本化しようとするのか？
⼈が困難や⾼いストレス状態に直⾯しても柔軟性をもった⼼の回復⼒・弾性

経済的資本

美的資本

⼈間関係資本

⽂化的資本

② 美意識・美的な⼼の在り⽅，個性や多様性
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アートの効⽤が関係する領域
④ 美やアートの効⽤

緩和ケア

認知症ケア

精神医療

⾼齢者の
エンパワメント

病院設計

医師教育

看護教育

学⼒向上

感性教育

⼈材育成

能⼒開発
労働環境の
調整

商品デザイン 店舗デザイン

オフィスの魅⼒

ストレス
対処

幸福感
健康

ビジネス

教育

美術鑑賞における美的体験が幸
福感を⾼め，ストレス（コルチ
ゾール）レベルを下げる
(Grossi et al., 2019)

アート鑑賞の場への参加が⾼齢者の
孤独の保護因⼦となる (Tymoszuk et 
al., 2020)

アート創作による介⼊が感じられる
不安やストレスの程度を下げる
(Aaron et al., 2011; Duong et al.., 
2018; Turturro & Drake, 2022等)

15
ブランディング

LEGO®SERIOUS PLAY®を⽤いたワーク
ショップ・研修（e.g., James, 2013）



アートに感じる美しさは痛みを軽減させる
de Tommaso et al (2008, 2009, 2013)

アートを鑑賞することによる痛みの低減効果が，美しさを感じることによる「気晴
らし」効果なのか，「痛みそのもの」を低減させる効果があるのかは不明

④ 美やアートの効⽤
痛

み
の

評
定

値
Pa

in
 ra

tin
g

ベース条件 ニュートラル
絵画条件

醜絵画条件 美絵画条件

10

0

20

30

40

50

60

70

炭酸ガスレーザー刺激による熱痛みの違い
[出典] de Tommaso, M., Sardaro, M., & Livrea, P. (2008). Aesthetic 
value of paintings affects pain thresholds. Consciousness and 
Cognition, 17(4), 1152-1162. Figure 1を基に作成

アートを鑑賞することで痛みを軽減させる
川畑・宮川（発表準備中）

痛
み

に
耐
え

る
こ

と
が

で
き
た
時

間
(秒

)

美しい
絵画条件

美しくない
絵画条件

ベースライン
絵画無し

0

80

Cold Pressor Testによる冷痛の違い

痛
み

の
程
度

（
１
〜

9）

美しい
絵画条件

美しくない
絵画条件

ベースライン
絵画無し

1

7

5

3

16

美術鑑賞が与える「痛み」の低減効果
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④ 美やアートの効⽤

Caravaggio Judith Beheading Holofernes
（1598 -1599） Galleria Nazionale d'Arte
Antica at Palazzo Barberini, Rome

William-Adolphe Bouguereau All Saints Day 
(1859) Musée des Beaux-Arts de Bordeaux

William-Adolphe Bouguereau The Bird
(1867) Private Collection

Caravaggio The Lute Player (1596)
Hermitage Museum, Saint 
Petersburg, Russia

0

10

20

30

40

50

1 2 3 4 5 6 7 8

痛
み
に
耐
え
た
時
間

1 (⾮常に快い) 〜 8 (⾮常に不快）

58

60

62

64

66

1 2 3 4 5 6 7 8

痛
み
の
評
定
値

1 (⾮常に快い) 〜 8 (⾮常に不快）

r = 0.217

r = 0.346

作品のマニピュレーションを⾏った
上で再度実験的に検討

川畑・宮川（発表準備中）

美術鑑賞が与える「痛み」の低減効果



｢認知機能｣を増強

｢不安｣ や「抑うつ」を低減

｢ストレス｣を低減

社会性・コミュニケーション
を促進

美術鑑賞

（鑑賞） Binnie, 2010; Mastandrea, 2019
（創作）Aaron et al., 2011; Duong et al., 2018; Sandmire

et al., 2012; Turturro & Drake, 2020, 等

幸福感・ウェルビーイング
・精神的健康 を増進

（鑑賞） Acai et al., 2016; Belver et al., 2017

（鑑賞）理解を深める Allison et al., 2017

（鑑賞）Beauchet et al., 2021, 2022
（創作） Bennington et al., 2016; Bolwerk et al., 2014

美術創作

（鑑賞） Grossi et al., 2019
（創作）Abbott et al., 2013; Tajuddin & Keat, 2012等

④ 美やアートの効⽤

美術鑑賞や美術創
作表現が，⼈の⽇
常⽣活における⼼
⾝に様々なポジ
ティブな影響を及
ぼすエビデンスが
様々に提供されて
きているが，それ
がなぜ⽣じるかの
メカニズムについ
ては分からないこ
とが多い
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対話型美術鑑賞を⽤いた⾼齢者への「認知的機能」
改善の働きかけ（鑑賞⽅法の違いの検討）

内省型
作品を⾒て「どんな気持ちになった
か？」、「どうしてそのような気持
ちになったか？」など参加者の気持
ちの動きにフォーカスして、ファシ
リテータと参加者が対話する。

外形型
「何が描かれているか？」、「どう
してそう思ったか？」など作品に描
かれている外形的な部分にフォーカ
スしてファシリテータと参加者が対
話する。

教育型
ファシリテータが⼀⽅的に作品を解
説する。（作品名、作家名、時代背
景、⼿法、解釈の仕⽅など）
・対話は、解説後の簡単な質疑応答
を実施する程度。

この絵は･･･

どんな気持ち
？ 気持ちいい

緑の
葉っぱ

何が描かれ
ている？

④ 美やアートの効⽤

⼤⽇本印刷との共同研究の成果
川畑(2018)にてシンポジウムにて公表

19
⽉１回×３カ⽉間の鑑賞トレーニングの効果として
作業記憶や注意の切り換え機能等の検査を実施

n そもそも美術を学ぶための⼿法としての対話型
鑑賞が，Visual Thinking Strategies (VTS; 
Yenawine, 1999, 2013) をはじめとして国際的
に普及し，その実践の予後や転移効果の事例が
数多く報告されるようになってきた

• 美術作品への興味や関⼼を育てる
（Ishiguro et al., 2020）

• 観察⼒・思考⼒・共感⼒への転移効果
(e.g., Allison et al., 2017; Ferrara et al., 2018; 
Hensel & Moorman, 2017; Landorf, 2006; 
Lee et al., 2021)

• リレラシーを育成する（Rautiainen & 
Jäppinen, 2017）

VTS: 3つの主質問を基にしたファシリテーターと鑑
賞者との対話型鑑賞
・この作品のなかで何が起こっているのでしょう？
・作品のどこからそう思ったのか？
・他にもっと発⾒はありますか？
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■ 0back課題 正答率 ■ 1back課題 正答率

■ 0back課題 回答時間 ■ 1back課題 回答時間

EF(内省型）は
回数を重ねると順調に
成績が上がる

EF(内省型）は
回数を重ねると順調に

時間を短縮

内省型
(EF)

外形型
(EX)

教育型
(ED)

自分の気持ちにフォーカ
スするトレーニングで，
作業記憶が改善する

• 対話型鑑賞によって⾼齢者の認知機能の維持につながる
• 対話型鑑賞では，「⾃分の気持ち」を⼼に留めておいて，それを忘れずにおくことが必要となり，その学習が記憶の改善につ

ながった可能性が⾼い
• ・他者との経験，他者の考えや気持ちの共有によってコミュニケーションを促進

川畑ら（準備中）
⼤⽇本印刷との共同研究の成果
川畑(2018)にてシンポジウムにて公表

参考：https://www.museumlab.jp/ateneum/archive/pdf/20180126ateneum_dnp_seminar_jp.pdf

④ 美やアートの効⽤
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21

JST共創の場（育成型）『「共⽣社
会」をつくるアートコミュニケー
ション共創拠点』（東京藝術⼤学）

•【⼤学等】東海国⽴⼤学機構、横浜市⽴⼤学、慶應義塾⼤学、国⽴精神・神経医療研究センター
•【企業等】(株)インビジ、⼤⽇本印刷(株)、SOMPOホールディングス(株) 、ヤマハ(株)

台東区社会福祉協議会、国⽴美術館、東京都歴史⽂化財団・東京都美術館



おわりに

① 美術の⾒⽅・感じ⽅，美を感じる⼼と脳の仕組み
② 美意識・美的な⼼の在り⽅，個性や多様性
③ ⼈物の印象や魅⼒を感じる⼼と脳の仕組み

基礎研究として

④ 美やアートの効⽤

発展・応⽤研究として

22

• アートの効⽤に対して世界的な注⽬が向きつつあるが，その定性化や定量化は不⼗分
• 美やアートの効⽤に関する定量的研究は，認知機能の改善や精神的健康などにポジティブな影響を評価しうる研究を通し

てそのエビデンスが⾒出されつつある
• 医療・健康・教育・マーケティングなど，その窓⼝や出⼝は多⽅⾯に広がっている
• 美や芸術を理解する基礎研究と，その効⽤に関する応⽤研究とをつなぎ研究を進めていきたい

アートの効⽤に関する報告書や書籍等


